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Loss Prevention Circular  

ヒマシ油かすの輸送 
 

  
 

こちらは、英文記事「Carriage of castor meal」（2016 年 6 月 30 日付）の和訳です。 

 

IMSBC コードは、ヒマシ油かす、ヒマの引き割り、ヒマのフレークに関して、これらの貨物の粉塵に曝

されることが健康上の危険になるという理由から、ばら積みでの輸送を禁じています。 

 

先頃、ある Gard 加入船がインドのカンドラで、ヒマシ油かすの船積みを予定していました。荷送人の

申告書には、船積み予定の貨物について「インドのヒマ種子抽出かす、グループ B、ばら積みで積載」

と記載されていました。ヒマシ油かすをばら積みで輸送することが国際海上固体ばら積み貨物コード

（IMSBC コード）で明確に禁止されていることに関係者が気付き、この契約は取り消されました。 

 

その後の報告から分かったことは、その頃カンドラ港でヒマシ油かすをばら積みする予定だった船舶は

上記の船舶だけではなく、この港ではヒマシ油かすをばら積みすることが慣習化していた可能性がある

ということです。 

 

ヒマの実関連製品―主な事実 

 

ヒマシ油は、トウゴマという植物の種子（ヒマの実）から採取される植物油で、治療効果、薬効がある

ため何世紀にもわたって使用されてきました。油を搾り取った後の残滓であるヒマシ油かすは、主に有

機肥料として使用されています。インドは、ヒマの実の世界最大の生産国の一つであると報告されてい

ます。 

 

ヒマの実には、潜在的アレルゲンとリシンという猛毒性タンパク質が含まれています。リシンを摂取し

た場合死に至る可能性があり、実を砕いた製品の粉塵に含まれるアレルゲンは、吸い込んだり皮膚に付

着したりすると、皮膚、目、粘膜にひどい炎症を生じる場合があります。抽出工程においてリシンがヒ

マシ油に混入することはありませんが、熱処理を施すなどして解毒しない限り、残滓中にリシンが残る

可能性があります。ただし、International Castor Oil Association（国際ヒマシ油協会）によると、リシン

は、高温で破壊することが可能ですが、ヒマの実のアレルゲンは非常に安定的で、最も標準的な加熱条

件下でアレルギー誘発特性を保持することが知られています。 

 

適用される海事規則 

 

http://www.gard.no/web/updates/content/21379325/carriage-of-castor-meal
http://emergency.cdc.gov/agent/ricin/
http://www.icoa.org/wp-content/uploads/2015/02/FAQ-Castor-clean.pdf
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ヒマの実およびヒマシ油抽出工程の残滓は、「ヒマの実、ヒマシ油かす、ヒマの引き割り又はヒマのフ

レーク」という輸送品目名で、危険物クラス 9 物質に区分され（国連番号: 2969）、国際海上危険物規

程（IMDG コード）と IMSBC コードの両方で適用対象となっています。 

 

しかし、IMSBC コードは、未加工のヒマの実をばら積みで輸送することは許可しています。IMSBC コー

ド別表には「ヒマシ油かす、ヒマの引き割り、ヒマのフレークは、ばら積みで輸送してはならない」と

いう注意書きが含まれています。この注意書きが意味するところは、未加工の実以外のヒマの実製品

は、IMDG コードに記載された梱包指示に従い、梱包された形状で輸送しなければならないということで

す。 

 

推奨事項 

 

IMSBC コードによりばら積みでの輸送が許可されているのは未加工のヒマの実だけである点に留意して

ください。そして、その種類を問わず、ヒマの実製品の船積み・輸送に係る契約を締結する際には十分

注意を払うようにしてください。 

 

IMSBC コードと IMDG コードの該当する要件に従ってヒマの実製品の船積み・輸送を行う場合には、以

下の予防策を講じることを検討してください。 

 

 貨物の粉塵に曝される可能性のある者は、防塵マスク、ゴーグル、防護服を着用すること。 

 貨物は、食料や酸化性物質（クラス 5.1 物質）と分離して積み付けすること。 

 貨物の移動作業中、貨物の粉塵が居住区、制御・業務スペースに侵入しないよう注意すること。 

 貨物スペースのビルジウェルに貨物が侵入しないよう防護すること。 

 貨物の荷揚げ後、貨物スペースを徹底的に清掃すること。 

 

IMSBC コードと IMDG コードの該当する要件に反してヒマの実製品貨物の船積み、輸送を承諾した船主、

運航者は、P&I カバーの対象外となるおそれがあります。 

 

 

 
本情報は一般的な情報提供のみを目的としています。発行時において提供する情報の正確性および品質の保証には細心の注意を払って

いますが、Gard は本情報に依拠することによって生じるいかなる種類の損失または損害に対して一切の責任を負いません。 

  

本情報は日本のメンバー、クライアントおよびその他の利害関係者に対するサービスの一環として、ガードジャパン株式会社により英

文から和文に翻訳されております。翻訳の正確性については十分な注意をしておりますが、翻訳された和文は参考上のものであり、す

べての点において原文である英文の完全な翻訳であることを証するものではありません。したがって、ガードジャパン株式会社は、原

文との内容の不一致については、一切責任を負いません。翻訳文についてご不明な点などありましたらガードジャパン株式会社までご

連絡ください。 

 


